


６㎏と軽量で、ひとりでも持ち上げやすく 
田んぼへの出し入れや運搬もラクラク。

アイガモロボは田植え後 3~5 日後を目安に田んぼに投入し、日中に動かし続けます。

1 人で持ち運び可能

使いやすい シンプル設計使いやすい シンプル設計

抑草を成功させるポイント抑草を成功させるポイント

代かき

ロボ投入
田植え 3~5 日後目安で投入します。
代かきから田植えの間が３日以上空く
場合は、その間もロボを稼働させ
ましょう。

ロボ引き上げ
草丈 30~40cm( 投入後 3~5 週間 )
稲の抵抗でロボの動きが悪くなったら
引き上げます。

水位 5~10cm
をキープ

ほ場の準備

田植え

アイガモロボのコンセプトは除草ではなく「抑草」です。独自のブラシ
機構で航行しながら土をかき上げ水をにごらせます。このにごりが田ん
ぼ全体に広がり、太陽光を遮ることで雑草の光合成を阻害し生育を抑制
します。また、かき上げた土がトロトロ層 ( やわらかい土の層 ) を形成
し、雑草種子を埋没することでも抑草効果を発揮します。

水の「にごり」で雑草抑制水の「にごり」で雑草抑制
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例年、機械除草を 3回行っており手間に感じていた。
アイガモロボを導入すると、除草作業をしなくても 3回
除草したのと同じくらいの雑草量に抑えることができた。

除草作業を省力化したい

アイガモロボのコンセプトは除草ではなく「抑草」なので、効果についてはにごり具合や雑草の量・種類により異なります。
雑草の発生状況に応じて、除草機や除草剤の使用などの雑草対策を行ってください。複合的な雑草対策を

抑草効果を発揮するにはアイガモロボがスムーズに航行し、水をにごらせ続けることが重要です。
アイガモロボは水に浮かんで航行するため、ロボが座礁しないように次の３つの条件を整えましょう。

☝ ３つのほ場条件を整える

①水位 5~10cm
②均平    （①の水位で苗が水没したり、土が
　    　　　水面から露出する部分がない程度）
③水没しない丈の、太くて丈夫な苗

Point

ブラシ機構で高い走破性
新採用のブラシが地面を捉え、航行
能力や部分的な浅瀬での走破性が向上。
ブラシは柔軟性と弾力を備えた素材の
採用で、丈夫かつ苗へのストレスを
最小限に抑えます。

また、ブラシ航行により従来機に比べてほ場適応面積が
拡大しました。 ●推奨稼働面積　10a ～ 1.5ha/ 台

ブラシ機構で高い走破性

また、ブラシ航行により従来機に比べてほ場適応面積が

再生可能エネルギー使用
クリーンな太陽光エネルギーで稼働し、燃料不使用。
農業における環境負荷の低減に貢献します。

専用アプリ (※iOS/AndroidTM 対応 )
で詳細な設定が可能です。
・軌跡確認　　　・呼び寄せ機能
・稼働時間調整　・稼働制限 ( 盗難防止 ) など ※仕様は予告なく変更

される場合があります

電源を入れるだけで自動航行を開始。
あぜにぶつかることで田んぼの形状を学習
しながら網目状にくまなく航行します。

ルート設定は不要
電源を入れるだけで自動航行

雑草対策はアイガモロボで雑草対策はアイガモロボで自動化！自動化！

株間も抑草
田んぼに浮かんで、稲の上を縦横
無尽に動き回るため、条間だけで
なく株間にも抑草効果を発揮します。

にごりにごりでで抑草抑草
田んぼへの出し入れや運搬もラクラク。
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●1 日あたり推奨稼働時間
投入後 1週間程度は 1時間以内 /10a
以降は最大 2時間 /10a まで

※投入前にほ場面積に応じて稼働時間を設定します。

田植え 3~5 日後を目安にロボを投入する☝
田植え直後に投入してしまうと苗抜けが起きる可能性がありますので、田植え
3~5 日後を目安に投入します。投入まで日数が空きすぎると先に雑草の生育が
始まってしまいますので、田植え後の土が落ち着いて苗が抜けにくくなったら
すみやかに投入しましょう。投入期間は 3~5 週間です。

長時間の稼働により稲の生育が妨げられる場合もありますので、推奨稼働時間を守ってご使用ください。

稼働時間を調整する☝

＊ロボの通過後、苗が起き上がらないことがあります。丸 1日以上起き上がらない場合には一時的にロボ
　を休ませ苗が回復してから再稼働させてください。軟弱徒長気味の苗だと特に起こりやすいので注意し
　ましょう。

1 日の推奨稼働時間：投入後 1週間程度は 1時間以内 /10a
　　　　　　　　　　　　　　　　以降は最大 2時間 /10a

Point

雑草対策を見直したい

いつも除草剤を使っていたが、ここ数年、雑草が残って
しまうことがあったので、別の方法としてアイガモロボを
導入。収穫まで除草剤を使わずに栽培することができた。

導入事例
雑草対策の様々なお悩みを解決
導入事例
雑草対策の様々なお悩みを解決

田植後 1か月 田植後 3か月幼穂形成期

引上げ後に雑草が発生した場合は除草
機や除草剤により対策します。

有機栽培だけでなく様々な栽培体系で導入されています。
※有機栽培以外での使用事例が約 3 割（2025 年 自社調べ）

有機栽培だけでなく様々な栽培体系で導入されています。
※有機栽培以外での使用事例が約 3 割（2025 年 自社調べ）

●有機栽培で使用　青森県黒石市 (80a) ●慣行栽培で使用　熊本県南阿蘇 (55a)

除草剤を使わずに済んだ！除草作業の手間が減った！


